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　 　　　目教組批判 とマ ス コ ミ報道 に関す る研究

一
教育二 法成立 時にお ける 「鏡子 ち ゃ ん事件」 を中心 に

一
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は じめに

　 「第 四 の 権力」 とされ る マ ス コ ミは、通

常、三 権 の 監視者 として の 役割を期待 され

て い る 。 しか しなが ら、マ ス コ ミは往 々 に

し て 権力に とっ て好都合 に働 く こ とが ある。

今 日の マ ス コ ミ報道 （本 報告 で は新聞報道

に限定 ）で は、教育面が大 きなニ ュ
ー

ス と

な る こ とが ある。それ らの なか には 、政治

権力を批判 し、教育 の 改善に資す る報道 も

多々 見 られ るが 、結果的に政治権力の 思惑

に支配 され る こ とも多 い
。

　とくに 「逆 コ
ー

ス 」 以 降、政治権 力に と

っ て の 批判 的対象 で あ っ た 教職 員運 動 とく

に 日教組 （日本教職員組合）に 関す る報道

が、時 と して 、政治権力 に好都合な方 向に

教育を推進 させ る原 動力 とな る 場合 もあ る 。

　た とえば 、 1999 年に 、広島県立高校 の 校

長が 、 県教委 に君 が代の 斉唱を命ぜ られ て

自殺 し た事件 では、「卒業式で の 君 が 代斉唱

に つ い て、教職員に反対 され 、悩ん で い た 」、

「県高校教職員組合が反 発 して い た」 （『読

売新聞』 1999 年 3 月 1 日）、卒業式 で の 日

の 丸 ・君が代 の 実施に県 高校教職員組合な

どが 「強 く反 発 」 し校長 は 「対応に悩ん で

い た」 （『毎 日新聞』1999 年 3 月 1 日）、「学

校現場の 混乱 を苦慮 して 自殺 した 」 （『読売

新聞』1999 年 3 月 3 日）、「自殺 の校長 は教

組 の 犠牲者　参院委」 （『朝 日新聞』1999 年

3 月 10 目）、「組合の 拒否が背 景 」 「参 院委

で見解」 （『毎 日新聞』1999 年 3 月 11 日）、

「卒業式 当 日 も阻止 図る教師」（『読売新 聞』

1999 年 3 月 19 日）、県教委 の 報告書に よ る

と、校長 は 「着任 当初 か ら 県 高 教 組 と

衝 突 」 が あ っ た （『読売新聞』1999 年 4

月 30 日）、 な どと 、 校長 の 自殺 は県高校教

職員組合 の 反発が 原因だ と受 け取れ る報 道

が な され た。そ して 、これを契機 に 日の 丸 ・

君が 代 の 法制化 が 推進 され た （「日 の 丸 ・君

が代 、 法制化検討　小渕首相指示　学校 で

の 混乱受 け」『朝 日新聞』1999 年 3．月 2 日）。

　広島に 出向 い て 現場 の 声 を丹 念に 聞き、

広 島県教委 の 報告書を もと に そ の 原因 を検

証 した 野田正彰 に よ る と、校長 を自殺 に追

い や っ た の は、日の 丸 ・君が代 の 実施 を 「強

制 」 す る 、 広 島県教委の 「圧力」 だ っ た と

レ、 う［里予日ヨ 2002 ： 37『65］。

　こ れは、マ ス コ ミ報道が広島県教委の 主

張を鵜呑み に し、必ず しも事実で は ない 日

教組 批判 を行 っ た結果、政府 の 企 図 した方

向に 教育改革が 推 し進 め られ た好例で あ る。

　上記 に示 した よ うな事態 は 近年 に 始ま っ

た も の で はな く、1954 年に教育二 法が制 定

され た際 に も起 きて い た。そ こ で 、本研 究

で は教育二 法の 制定時に起 きた 「鏡子 ち ゃ

ん事件」 （1954 年 4 月 に 東京都 の 小学校 の

トイ レ で 、小学 2 年生の 鏡子 ちゃ ん とい う

少女が変質青年に殺 害 ・暴行 され た事件 、

以下 「鏡子 ちゃ ん事件」）を伝 え る マ ス コ ミ
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報道が 、 如 何 に教育二 法 の 制定に寄与 した

か を、当時、鏡子 ちゃ んが 通 学して い た小

学校 の 元教諭 の 証言等 をもと に考察す る。

研究対象 と研究方法

　本研 究に用 い るマ ス コ ミ報道 は、主 に読

売新聞で あ る 。 読売新 聞を用い る の は 、鏡

子 ちゃ ん の 父親 が読売新聞社の 記者で あ っ

た こ と、読売新 聞がこ の 事件を長期的に報

道 し た こ と等が 理 由 で あ る 。

　 「鏡子 ちゃ ん事件」 の 舞台 とな っ た 小学

校 は 、東京都文京区本郷 に ある 旧元町 小学

校 （現在は統廃合に よ り本郷小学校）で あ

る 。 そ の ため、1954 年に 元町小 学校で 教鞭

をと っ て い た元教諭二 名 （Y 先生 87 歳女性

と H 先生 88 歳男性）か ら、事件当時 の 話

を聞 い た （Y 先生 に は 個別 面接法 で 、H 先

生 には 自由回答法 の 質問紙調査を用 い た）。

　 日教組の 動向は 日本教職員組合 の 機 関紙

で あ る 『日教組教育新聞』を用い て 検討し

た 。 教育二 法の 審議 過 程 に関 し て は国会議

事録を分析 した。そ して 、こ れ らを もとに

考察 した。

結果

　本研究で は 、必ず しも真 実で は ない マ ス

コ ミ報道が 、
い か に政治権力の 思 惑を推 し

進 め る役割を演 じた か を追 っ て み た。

「鏡子ちゃん事件」は 1954 年 4 月 19 日の

午前中に起きた。こ の 時、教育二 法を巡 る

状況は政府側 に極め て 不利 で 、教育二 法 は

廃案寸前 の 状態 にあ っ た 。 だがこ の 事件で 、

担任教師が児童の 教育よ り組合活 動 を重視

し て い た か の よ うな報道を読売新聞が行 う

と、事態は参議院 で の 質疑打ち切 りとい う

政府側 に有利な方 向に動い た。

　当時、元 町小学校で教鞭を とっ て い た二

人 の 元教諭の 証言 か ら、元町小 学校 の 校長

は組合嫌い の 上 、担任教師も組合 には加入

して い なか っ た こ と、また、元 町小学校の

教師 はみ な組合活 動に 関心が無 く、至 っ て

穏当な教育 を行い 、休み時間も児童 と共 に

い た こ とが 判明 した 。 すなわち、「鏡子ちゃ

ん事件」 の マ ス コ ミ報道 にみ られ た、児童

の 教 育はお ざな り で 組合活動 を大切 にす る

教師像は 、事実に反 し て い た の で ある 。 だ

が 、元町小 学校 の 校長 も担任教師も組合に

所 属 し て い る と判断 し た 日教組 は 、事件 の

解明を待たずに謝罪し、日教組 に所属 しな

い校長や担任教師の 信頼 回復 に努めた の で

ある。

　 こ の よ うなマ ス コ ミ報道や 日教組 の 動 き

は、 目教組 に所属する教師に対 す る不 安感

や不信感 を社会に醸成 した。こ れ と同 じ現

象が 、教育二 法 に反対 意見 を唱え て い た参

議院議員の 間に も起 こ っ た 。
こ れ に よ り、

革新系議員た ち の 気勢は削がれ 、日教組の

活 動 内容 に偏 向が ある こ とを認 めな が らも

一
定 の 理 解を示 し て い た 、緑風会の 加 賀山

の 見解に 変化 を与 えた 。 こ れ らの 変化 によ

り、教育二 法やむな しとい う流れ が 参議院

に生 まれ た の で ある。

　 「第四 の 権力 」 と され る マ ス コ ミは、必

ず し も真実で ない 報道 を繰 り返す こ とに よ

っ て 、権力 の 監視で はな く、権力 の ご都合

に利 す る役割 を演 じ る こ とが あ る。こ の こ

と は 、教育二 法 成立 時にお い て もあ っ た と

い え る。
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